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　　　Aquestionnaire　survey 　of　aerobiological 　networks 　worldwide 　was 　carried 　out 　by　a

oommittee 　coordinated 　by　Prof，　Jordina　Belmonte 　in　2010 ，　The　results 　were 　reported 　during

山 e9th 　International　Conference　for　Aerobiology　held　in　Buenos 　Aires，　Argentina　in　August

2010．Completed　questionnaires　were 　received 　from　465　sampling 　stations．　Thrce　categories

of 　network 　reported 　back　to　the　Committee： 1）Regional 　Networks （25），2）National

Networks （20），　and 　3）International　Networks（3），　The　current 　report 　provides　an 　introduc−

tion　to　the　survey 　alld 　to　several 　important　issues　in　aerobiology ，

　　　The 　airborne 　pollen　and 　spore 　samples 　were 　mainly 　collected 　using 　a 　Burkard 　type

sampler ，　although 　Durham 　type　sanlplers　were 　used 　ill　a　minority 　of 　cases ，　In　the　main 　the

observations ，　and 　identification　of　the　samples 　were 　carried 　out 　by　university 　PhD 　students

as　part　of 　their　research 　studies　and ，　to　a　lesser　extent ，　by　qualified　doctors　and 　teachers ・The

fUnding　for　these　research 　projects　was 　the　main 　problem ，　and 　was 　often 　provided　from　the

regional 　budgets　of　local　governments；funding　from 　state 　budgets　was 　infrequellt．　There

was 　also　an　example 　of　private　enterprise 　being　able 　to　provide　some 　financial　support 　fbr
aeToblological 　survey 　woTk ．　In　the　main 　facilities　for　collection 　and 　observation 　of 　samples

were 　shown 　to　be　universities　and 　hespitals　in　cooperation 　with 　local　government　depart−

ments ．　The　three　lnternational　Networks 　provided　internationally　agreed 　documentation　fbr
observers ，　these　included　guidelines　fbr　sampl 童ng 　methods 　and 　sampling 　standards 　and ，
from　an　educationai 　perspective，

　guides　to　pollen　and 　spore 　identification　using 　type　speci −

mens ．　Furthermore，　to　ensure 　a 　oonsistently 　high　level　of 　good　data，　regulal 　quality　control

was 　recommended 　by　the　lnternational　Networks ．

　　　Local　public　infbrmation　services 　were ，　in　generaL　provided　with 　regular 　data　on 　pre−

dicted　levels　of　atmospheric 　poUen，　as 　well 　as 　the　actua 亘levels　of　pollen．　Pollen　aUergy 　risk

was 　also　disseminated　by　some 　of 　the 　more 　enlightened 　networks ，　Some　networks ，　were

also 　ug．　ing　an　interactive　internet　system 　to　answer 　questions血om 　the　general　public．

Key　W6rds ： International　network ，　aerobiology ，　pollen，　information

は じめ に

　2010年 8 月，ア ル ゼ ン チ ン の ブエ ノ ス ア イ レ ス で

開 催 さ れ た 第 9 回 国 際 空 中 牛 物 学 会 議 （9th

International　Congress　on 　Aerobio】ogy ；9．ICA ） 1こ お い

て ，世界の 空 中生 物学 ネ ッ トワ
ーク に つ い て の シ ン ポ

ジ ウ ム が 開催 され，世界の 空 中生 物学 ネ ッ トワ
ー

ク に

つ い て の 調査 成績 が 発 表 され た
  ．こ の 調 査は ，あ ら

か じめ 世 界の 空 中 花粉 研 究者 に 質問用紙が 配 布 され，

委員会 で 回収 分析 さ れ，ア ル ゼ ン チ ン 空 中生 物 学 シ ン

※ E−mail ；hiterani＠ med ．u −toyana ．ac ．jp

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Palynological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Palynologloal 　Soolety 　of 　Japan

寺 西 　秀豊

、
の

マ

ポ ジ ウム で論議 す る た め に，会場 で 報告 され た もの で

ある ．こ の 調査報告は世界の 花粉情報 を知 る うえで 大

変 参考 に な る 内容 を含 ん で い た．世 界 の 空 中 生 物 学

ネ ッ トワ
ー

ク に 関する 情報は，今後の 世界的花粉情報

の 動 向等 を 考え た場 合 ，特 別 に 重 要 に な る と考 えられ

る ．そこ で 調査 の 概況に つ い て 簡単に 報告 した い ．

対象と方法

’
調査 はas　9．回 国際空 中生物学会議地域委員会 （貴任

者 ；　J｛　tdina 　Belmonte　Soler） 1こ よ っ て な さ れ た．調 査

用紙 は後述 の 空 中 生物学関 連 の 3 つ の 世界的 ネ ッ ト

ワ
ー

関係者 と，ネ ッ トワ
ー

ク に は 参加 して い な い が，

空中生物学研 究 に従事して い る研 究者グル ープ に配布

され た．調査期間は．2010 年 7 月〜8 月で あ っ た．

結　　果

　寄せ られ た 圓答者 の 国別分布 を図 1 に 示 した．世界

28 力国，62’人 の 研究者 よ り465観測 地 点 に 関す る 回

答が 寄せ られ た．ネ ッ トワ
ー

ク の レ ベ ル を分類 した も

の を表1 に示 した，空 中生物学 ネ ッ トワ
ークは，地 域

的ネ ッ ト ワーク 25，国 内ネ ッ ト ワーク 20，国 際的

ネ ッ トワ
ー

ク 3 に 区分 された．

　空中花粉／胞子 の 採取法 は，表 2 に 示 した．バ ー

カード型 が 57 と大多数を 占め，ダーラム 型 は 2 と少

数で あ っ た．観測 者の 資格 は 表 3 に示 す よ うに，博士

課程の 大学院生 が 教育研究 を兼 ね て 実施 して い る との

回 答 が 最 も多か っ た．次 い で，医 師，教 師 が続 い た．

　観測費用の 負担組織 は表 4 に 示す よ うに ，地 方自治

体 等の 地 域 予 算 と研 究 プ ロ ジ ェ ク トに よる もの が多 く，

国家予算 に よ る もの は少数 で あっ た．私企 業 が何 らか

の サ ポートを して い る例 もあ っ た．

　観測施設 は 表 5 に 示 した．大学や 病院が 多い が，行

政 機関 が 協 力 して い る例 もあ っ た．国 内 ネ ッ トワ
ーク

あ る い は 国 際ネ ッ トワ ークが観測者 に提供 して い る

サービ ス に つ い て は，表 6 に示 した．教 育 的 な視 点 か

ら採取方法や 採取基準を記載 した マ ニ ュ ア ル ，花粉 や

胞子 の タ イ プ標本，リ ス トな どを提 供 して い る こ とが

わ か る．観測 デ ータの 整理 や 通信 の 便宜を図 る た め の

独自の ソ フ トウ エ ア 等 も開発提供 さ れ て い る よ うで あ

る．データの 水準を確保す る た め．定期 的 に 品質管理

（Quality　control ） を行 っ て い る ネ ッ トワ
ー

ク もあ る こ

とが 示 され た．

　国内あ る い は国際 ネ ッ トワ
ー

ク の 提供 す る情報 内容

は表 7 に示 した．実 際 に観測 さ れ た花粉濃度や花粉 レ

ベ ル を情報 と して 提供 して い る例が 多 い が，予測濃度，

予測 レ ベ ル と して 提供す る こ と も一般化 しつ つ ある こ

とが 示 され て い る．花粉 ア レ ル ギ ー
発症 の リ ス ク 予測

や，啓発的 な関連情報 を発信 して い る ネ ッ トワ
ーク も

あ る よ うだ．そ の 他の 情報 シ ス テ ム の 特徴 を表 8 に 示

した．情報を毎 日発信 して い る もの は ，毎週 発信 して

《趨rob 圃 09   垂鰰   Que鶉 onr簟δ螽給 A 轟swe 喧 劇 鴨 d

、s・．

図 f ．空中生 物学ネッ トワーク 調査回答者の 国別分布
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表 1 ．ネ ッ トワ
ー

クの カ テ ゴ リー 表 5 ．国内，海外 の 観測 施 設 の 数

カテ ゴ 1丿
』

地 域 的寔ッ トワ 海ク

国内ネ曳ト7 「 ウ ．
国際的ネウトワ

謡
ク　tt・

　 ［ノ ネ ッ トワ
ー

ク数 　　琉 1

／
’
．、　　　 tt

’
　　　 ・t　　 25・

　 −　　　　　　　　　　 20
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　、t

’
⊃3

観測地点

大学 ！ 　
’
　　　　

囁
∵ ス

病院、
行政機 閏こ・．、　

−t ・t一

他

削 回答数　 　 　 　 　 　 　 1▽
、t ’t・t　　　　　 ・」2

　　　　　　　 頓
　

詩
ジ
・2美．・　 日

　 　 　 　 　 　 　 4

表 2．空中花粉／胞子採取法

採 取 方 法 　　　　　　　し扇 回 答 数 　　　　　 翠

HiEstOK − il−＝・ド）．
一
∵

t’t．．t^　　　　　 ！ 57

島淵 ぐ豪1悩 ）：∴ 窒二 　　 1  1
9・：：1軅課 響『騨濃亅  ・ ttt． ン 退

格
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資

答

の

回

者

遺

潰観3表

：》．

表 6 　海外 にお ける イ ン タ
ー

ネ ッ ト （ホ
ー

ム ペ
ー

ジ ）

　　　の 情報サ ービス の 種類

観 測 者

教師 ：
ttt　　　　 t　・t 厂．、

医師

摶士課 程 学生 ．．　　　
・

F巳1］owshi 　 （石汗究者）

’
1日

12
内
25 ．
　9

提 供 物　　　　　　　 1
回 回 答 数 　　　　　：帰

採取 基準〔方法や試薬派 ∴ ！ ：≧
ぎ

』　　　　 一

’
v

：購 寝綴 卜＼ ∵ 恥
・ 　　 ．頬

磊1羇蕪管蓮 ／
・
、
一、　 ， ． ／1　 1ξ、

表 7 ，国 内外 の 花粉 関 連イ ン ターネッ トの 情報内容

表 4 ．観測 費川 の 負担組織

研 究 費

地 域予 算

国家 予 算

私血業

石訐窓ゴロ ヲ
モ）ト

他
tt・tt ヒt ／ ン  

・

嘆 回 答 数
「▼

　 　
ご賢

　　　　 　　　　 1’6
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

　 　 　 　 　 ・　 　 　 　 　 　 7

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1ヨ

．、　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 2

情 報内 容

花粉 濃度 1 ・．tt　 tt、
花扮レびル
予測 濃 度 ∴

へ
∵
tt

∵

予測レ
ペ

ル 、　　 ．．．
ア レ、ル ギ

ー一
リス ケ

P
．．．

認碍窄 昼气

　　
・ド 回 答 数 　　　　　〔・・i

．　 　 ・　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 30

　　　　　　　　　．．．、29

　
t’・t
　　　　 …　　　　　 1甘

　　　　　　　　、、　　壹6
　　

t　’tt”　t
　　　　　 で蹇

… 　 −　
tt

纏

い る もの の 半 分 程 度 で あ っ た，ほ とん どの 情 轍 は、無

料 （フ リ
ー

）で あ っ た が ，一
部の 情報 だ け は 有料化 し

て い る シ ス テ ム もあ っ た．イ ン タ
ー

ネ ッ トを活用 し，
一

股 の 人 々 の 質問 に 答 え る シ ス テ ム もあっ た

表 8 ．国 内あ る い は 匡↑際 ネ ッ トワ
ー

ク の 情 報 シ ス テ ム

　　　の 方式

情 報 の 特 徴

毎日 萋芒ゴ言　二≧＿　　一
尸

毎週 発信
予潰姻 を発愉 ’

∴
〉∴ ．

’

情罍屋は 鷹料、一、、．
T ．蔀φ情報は有 料 ．
質問可 能

・…回 答 数 V

、論　　　・で2
　 　 　 　 25
　 　 　 ・，：

朗
・

　 　 　 　 馴

　 　 　 　 13

　 　 　 　 ヨo．

考 察

　第 9 回 国 際空 中生 物学会 議 （9 −ICA ） に お い て 発

表 さ れ た，世 界の 空 中生 物 学 ネッ トワ
ー

ク の 現 状 に つ

い て そ の 概略 を述べ た ．

　空 中 牛 物 学 （Aerobiology，大 気 生 物 学 と も い う）

と は 150 年 以 上 の 歴 史が あり，19世紀 に は 空 中 を浮

遊 す る病 原 体 に 関 す る研 究 分 野 で あ っ だ
2〕，201瞬 己

に入 り，空中花粉 な ど窄 中 を浮遊す る 各種生 物 に 関す

る 採 取 方法 が 大 き く進歩 し，狭 い 意 味 の 病 原 体 だ けで

は な く，ア レ ル ギ
ー

惹起性 の 花粉や 胞子 な どの 空 中浮

遊 生 物 に 関 して ，そ の 放 出，輸 送，沈着 に 関 す る 研 究

が 行 わ れ る よ うに な っ た、20世 紀後半 に は，研 究情

報 の 国際 化 ，学 際化 が 大 き く進 展 し，空 中 生 物 に 関 す

る ネ ッ トワ
ー

ク が 世 界的 に 形成 され る よ うに な っ だ
3）

ネ ッ トワ
ー

ク の 任 務 は 表 9 に 示 す よ うに，第 1 に 学 際

科学 と して の 空 中生 物学 の 進歩 に 貢献す る こ と，第 2

に ，病原菌 や ア レ ル ゲ ン を広 域 で モ ニ ターし健康 や 環

境被害を正 確 に 予 測す る こ と，第 3 に
一

股住民 （ユ
ー

ザー）に 病 気発 生 や環境 被 害 を 警告 す る こ とな どで あ

る 　 こ うした ネ ッ トワ
ー

ク は 国 内の ネ ッ トワ
ー

ク と し

て で は な く，同際 的 ネ ッ トワ
ー

ク と して も活 動 して い

る

　今回 の 調 査 で は，空 巾生 物 を観 測 して い る 測定 点 は

28 ケ 国，465 地 点 に 及 ん で お り，表 10 に 尓 す よ うに，

国 際 的 ネ ッ トワ
ー

ク は 3 つ 存 在 して い た．HIALINE

（Healtil　Impact 　of 　Airboi・ne 　Allergen　Network ）　1ま ヨ
ー

ロ ッ パ 各 国 の 空 中 生 物 学 研 究 者 が ヨ ーロ ッ パ 連 合

（EU ）の 援助 を受 け，空 中生 物 の 健康 に 対す る 影響 を
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表 9 ．空 中 生 物 学 ネ ッ トワ
ー

ク の 任 務

1．　 学 際 科 学 と して の 空 中生 物 学 の 進 歩 に 貢献

2． 病 原 菌や ア レ ル ゲ ン を広 域 で モ ニ タ
ー

し健康 や 環境被害を正 確 に 予 測 する

3．　 一般 住 民 （ユ ーザー
） に 病 気発 生 や 環境被害を 警告する

表 10．空 中生 物学 の 国 際的ネッ ト ワ ーク

1．　 European 　Aeroallergen　Network

2．　 National　Allergy　Bureau

3．　 HIALINE ：Health　Inpact　of　Airborne　Allergen　Network

表 11，空 中 牛 物 学 ネ ッ トワ
ー

ク の 課題

1．　 空 中生 物 の 採 取 方 法の 標 準化

　　バ ー
カ
ー

ド型 捕集器 が 主流 に な っ て い る が，自動花粉計測器 も期待されて い る

2．　観測者 の 教育，訓 練 と情報 の 品 質管理

　　 国際 空 中 生物 学会 （IAA ）が 中心 に な っ て 若手教育が 行 わ れ て い る

3．　 正 確 な 予測 技 術 の 確立

4．　 空 中生 物 の 啓 発 と社 会 的地 位 の 向上

総括的 に 研 究 して い る ネ ッ トワ
ーク で あ る．

　 空 中 生 物 学 ネ ッ ト ワ
ー

ク の 課 題 を 表 11 に 示 した．
空 中生 物の 採取 方法 の 標 準 化 が 大 きな課 題 に な っ て い

るが，定最 的 な測 定が 可 能 なバ ー
カ
ー

ド型 捕集器 が 主

流 に な っ て い て，日本 で 主 に使 用 さ れ て い る ダー
ラ ム

型 は ほ と ん ど使 用 さ れ て い な い ．方法が 違 っ て い る と，

他の デ
ー

タ と比 較が 出来 な い の で 大 きな 問題 点 とい え

よ う．・．・
方，日本 で 開発 さ れ た 白動花粉計測器は リア

ル タ イム で デ
ー

タ が 得 ら れ る た め，ヨ
ー

ロ ッ パ 各地 で

もその 性能向上 に期待が 寄 せ られ て い る．

　次 に ，観測者 の 教育，訓 練 が 課 題 に な っ て い る が，
国 際 空 中 生 物 学 会 （lnternational　Association　for

Aerobiology；IAA ） が 中心 に な っ て 若手研 究 者 を対 象

に 教育 コ
ー

ス が 設 け られ，系統 的 な教育，訓練が 行 わ

れ て い る．今回 の 調査 で も，観測 者 に は，博 士 課 程 の

大学院生 が 教育研 究を兼ね て 実 施 して い る 例 が 最 も多

か っ た が 　こ れ も若手研究者 を重視 した 教 育 方 針 の 現

わ れ とい える だ ろ う．正確 な予 測 技 術 の 確立 は大 きな

課題で あ るが，データの
一
淀 水準 を確保す る た め，定

期的に 品質管理を行 っ て い る ネ ッ トワ
ー

ク もあ る こ と

が示 され た，

　
一

般住民 に対 して は，観測 デ
ー

タ と と も に，予 測濃

度 や 予測 レ ベ ル に 関 す る 情報提供が
一

般 化 しつ つ あ る

こ とが 示 さ れ た ．花粉 ア レ ル ギーの 発 症 リ ス ク を予測

して 情 報 化 して い る 例 や ，啓 発 的な観点か ら 関 連情報

を発信 し て い る ネ ッ トワ
ーク もあ り興味が もた れ た．

　観 測 に 関 す る 費用 負 担 は ど こ で も困難 な課題の
一

つ

で ある ．今 回 の 調 査 で は ，地 方自治体等の 地 域 予算 と

研 究 プ ロ ジ ェ ク トに よる もの が 多い が，国家予 算 に よ

る もの も少数存在す る こ とが 明 らか に な っ た．一
部情

報 の 有料 化 や，私 企業 が何 らか の サ ポートして い る 例

もみ られ た．

　い ずれ に して も，空 中生 物 学 とい う学 問 の
一般 国民

へ の 啓 発 と学術的ある い は 社会的地位の 向 Eが 大 切 に

な っ て い る と い え よ う
q1
，花 粉 や 胞 子 は 身近 な 環境 を

見つ め な おす た め に も良い 材料 で ある ．教 育 的 な視点

か ら，学 校 等 の 場 で 花 粉 や胞 子 に 関す る 教育 を もっ と

重 視 して も良 い の で は な い だ ろ うか ．今後，イ ン ター

ネ ッ トな ど の 普及 は益 々 進 む と考 え られ る が，今 回 報

告 した世 界 の 空 中生 物学ネ ッ トワ
ー

ク に つ い て の 報 告

が ，凵本 に お け る花 粉 学 関連 の 研 究 者 に とっ て ，何 ら

か の 示 唆 に 富 む もの で ある こ とを期待 して や まな い ．
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